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3人目を7月に出産予定の妊婦です。上2人は
開業助産師さんのサポートで自宅出産しました。
姉が自宅で産んでいたので、なんとなく選んだと
思います。
1人目の時は何も分からないままで、前駆陣痛

も含めて5日くらいかかってしまい、途中助産師さん達が疲
れてしまった時には、出産経験者の姉がずーっと腰をさすっ
てくれて、励ますのでなく「大丈夫、大丈夫」と声をかけて
くれて、頼れる助産師役を果たしてくれました。とても有り
難かったです。出産直前のギリギリまで食べて、スクワット
して、その場その場で泣いたり、怒ったり、叫びながらのお
産でした。
2人目は経験もあり、事前にシミュレーションしていたん

ですが、赤ちゃんの首にへその緒が巻いていて、少し時間が
かかりましたが、夫と上の子に囲まれてのお産でした。

夢はなかったけど、自分は女性で「赤ちゃんを産ん
で育てたい」という思いはあり、2人の子どもを自宅
で助産師さんにサポートしてもらい、家族に囲まれて
産みました。住み慣れた環境で、家族に囲まれてはと
てもリラックスでき、いいお産でした。子育ても家族

に助けてもらってます。
「産んで育てる」は最も大事なことだとＡ助産師さんから学

びました。

女性にとってお産は一大イベントです。良くも悪くも、何年経っても記憶に残っていませんか？そのお産の記
憶を語ることで新たな発見をしたり、違う思いがわき上がってきたりして、少し違う自分になった、つっかえ
ていた物がとれたようでスッキリしたというようなことを聞くことがあります。大げさですが、お産は女性を
原点に戻し生きなおさせてくれます。大きく変化させる力があると思います。今回、そんなお産の体験を語り
合う会を開催しました。それぞれの体験談から思いを膨らませて下さい。お産の経験の有無にかかわらず得る
ものがあれば幸いです。

2人出産しました。1人目は開業助産師のサポートで自宅
出産、2人目は助産院予定でしたが自宅で産まれました。日
常の中で産みたかったんです。2人目は生後74
日で病気で亡くなる経験をしました。産まれる
のも、死ぬのも日常だなと思いました。そして、
日常の大切さをすごく感じ、お母さん達の日常
を大切にしたいと現在食に係わる活動中です。
ご飯作りの依頼を受けたり、食事の宅配した

りしています。

医療従事者で現在妊娠25週です。1人目は京都で自宅出
産しています。まだまだと思っていたら10時間で産まれ
ました。
集中治療室のある総合病院で働いていましたが、周りに

自然なお産の理解者がいて充実していました。頼れる助産
師がいることは心強く、場所は関係なく「この人と産みた
い」という思いが大事だと思います。夫も医療従事者です
が、自分の思いを理解してくれており、子育ても協力的で
、有り難いです。
今回の妊娠も自然なお産を考え助産所

に通っていますが、夫の職場の若い産婦
人科医からは大反対を、年配の産婦人科
医からは応援を受けているようです。同
じ産婦人科医でも両極端です。

今年の1月に高齢で初めての出産をしまし
た。子どもを産むことは経験したいと思ってい
て、結婚してすぐに授かったんですが、血栓が
でき入院、そして、流産を経験しました。
再び妊娠し、妊娠8週から血栓予防の薬を

注射していました。高齢でもあり、お産に向けて毎日2時間
は歩き、10階の自宅まで階段を使い、ヨガをしたり、太郎棒
にも登りました。自然に産めるよう頑張った結果、38週4日
で陣痛が起こり4時間弱で4000ｇを越える赤ちゃんを出産
できましたが、大きくて肩でつっかえてしまい、結果
4000mlの大出血で輸血を受け、赤ちゃんはNICUに10日間
入院となりました。医療の恩恵を受けまくったお産だったけ
ど、親子の命を助けてもらい、病院のお産で良かったと思っ
ています。
自然なお産への理想はあったけど、不満はなく、私のお産

として子どもに伝えたいと思います。後ろめたさもなく、命
があればそれはそれで良かった、お産は何があるか分からな
いです。

第1子は5歳で、その下が双子の6ヶ月、そして今妊娠17
週です。1人目は4000ｇでしたが下から出産でき、その経
験が自信になり、次は助産所で産もうと考えていたら双子で
病院になりました。双子でも経膣で産みたいと希望したんで

すが、帝王切開になり、3000ｇと
3400ｇを出産したのですが、「産ん
だ」という実感はなかったです。そして

、 次も帝王切開と言われなんだかモヤモヤ
しています。

現在妊娠35週の高齢初産婦です。授かっ
て間もない頃から、お産の危険なことばかり
を周りから伝えられて、不安でいっぱいでし
た。母は既に他界していてだれにもお産のこ
とを聞けず、お産の教室もコロナ禍でZOOM
で詳しいお産の話は聞けなかったんです。
そんなとき地域の開業助産師さん達とつな

がることができ安心した気持ちで過ごせるようになりまし
た。命がけの仕事、やれる事をやり、お産に挑みたいです

日 野 町
da-na にて
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結婚7年目で授かった1歳の娘は自宅出産で
した。仕事がハードで精神的にも病んだことか
ら、自然の中で田んぼをしたり、食を変えたり
したのが良かったのか、やっと授かった娘です。
妊娠して当たり前にクリニックに行ったが、機
械的にこなされている感じに違和感を抱き、これは違うと思
いました。開業助産から話を聞き自宅出産を知ったのです。
不安も有、覚悟がなかなかできなかったんですが、性別が分
かってからは切り替えることができました。自宅出産の覚悟
ができたのは夫婦で向き合いたかった、夫は自己中心的な人
なので、お産に引きずり込みたかったんです。自然なお産の
映画「オーガズミックバース」を夫婦で観に行ったことで夫
も理解してくれるようになりました。
妊娠から出産、子育てまでは地続きだと思うのです。それ

を家族で迎え、時間を共有することは大切だと思います。

3人の子どもをクリニックで産みました。
1人目はクリニックの助産師に「めちゃ歩かな
産まれへんよ」と言われ、すごく歩いたら破
水し、入院したらまず点滴に驚き、分娩台に

乗ったら知らない医師がいてパニックになりました。
2人目の時は点滴と医師のことは経験上分かっていたので

、自分なりにシュミレーションしておいたお陰で達成感は
ありました。
3人目も何の疑いも持たず通院し、お産が早いからすぐ来

るように言われて、行ったけどちっとも進まずで、「破水
させて産むか？」と言われ、迷惑はかけられないと思って
そうしたんですが、まだお腹の中にいたかったんじゃない
かなとおもったんです。すごく泣く子でとても違和感があ
ったので、こんな決められた産み方をしないといけなかっ
たのかな・・・と思うようになったんです。その後、助産
師さんの話を聞く機会があって、4人目があれば自宅で自然
なお産をしてみたいと思っています。

7歳と4歳の母です。子育てに追われあっ
という間でした。元々生理不順がありなか
なか授からず、プロラクチンを下げる治療
ですぐ妊娠しました。
自分の母親は3歳の時に失踪し養父に育ててもらいまし

た。その後は母に会うことなく、亡くなったことは知り
ました。頼る母はなく知人に紹介された助産師さんが母
のようで安心でした。予定日を5日過ぎ太郎坊の赤神山に
登り、琵琶湖も見たくて満月マルシェにも行き、助産院
についた頃には子宮口が全開していました。でも、赤ち
ゃんの心音が下がり助産院隣の病院で出産しました。病
院出産となりましたが、母になれたことが全て良かった
んです。可愛くて、なんで母は私を置いて行ったんだろ
うといろんな思いが子育ての合間に出てきました。
2人目は自宅で産みたいとおもいました。子どもを産む

度に母はパワーアップします。田畑をして、昔の人は暮
らしと共にお産があったことを感じました。2人目を自宅
で産めて良かったです。母の気持ちを少しずつ受け入れ
られるようになりました。お産を通じて自分のエゴが剥
がれてきたようです。視野も広がり、がんじがらめの頭
も解いてくれます。
子どもは自分を通じて生まれてきてくれた存在ですが

、「自分のもの」ではありません。子どもを観ていたら
らそこに答えがあると1人目のお産の後に助産師さんが言
ってくれたが、その通りだと思います。

再婚同士の結婚で、2人は夫の子、2人自分
の子。もう無いかと思ったが縁あって授かり、
5人の子育て中です。自分や弟の生まれた時
の話は母から聞いていました。
初めてのお産は通勤に便利と何も考えずにクリニックで

産みましたが、いろんな事で後悔し、2人目は自然なお産
をしようと助産院で出産。3人目も助産所で2人目と同じ
ように自然なお産をと思っていましたが、連携医療機関の
血糖検査で妊娠性糖尿病と診断され、残念でしたが病院出
産になりました。正期産になる前の35週5日で突然破水し
、早産となってしまい、つくづく望んだお産をすることは
難しいと感じました。

32，3年前どうしても病院で産みたくなかった
ので、奈良の助産婦を紹介してもらい自宅出産し
ました。出産までつわりが続き、辛かったのを覚
えています。産む時は助産師さんが夫にお腹にの
りなさいと言われ、そうしたら生まれたんです。
胎盤も食べました。（一時期胎盤を動物と同じように食べる
ことを望む人が自宅出産を選んだ人の中にいた。胎盤は栄養
豊富で食べると産後の回復や母乳分泌を促すとも言われてい
る）
2人目はおじいちゃん、おばあちゃんの離れに住んでいて

気を遣う環境だったのでＴ医院で出産予定でしたが、陣痛が
来て、向かう車の中で出産。きれいな満月だったのを覚えて
います。
3人目はＡ助産師にお願いしたが出産1ヶ月前にＴ医院に

一時的に入院、お産は2日ぐらい前にＡ助産師に泊まり込ん
でもらい出産しました。
「産み方は生き方」という本が出版されたが、今は何もかも
が分断されていて、お産は病院、産後困れば保健センター、
亡くなる時は病院という風です。「自宅で産みたい」は生き
方を子どもに伝える第一歩だと思います。

自分はＶＢＡＣ（帝王切開で出産後、次のお産を経
膣分娩すること。20～30年ほど前はごく普通に行わ
れていたが、現在は危険視され帝王切開後のお産はま
た帝王切開となることがほとんど）で生まれました。
自分の周りには自宅で自然なお産を経験している女

性が多く、ごく普通に自宅出産を選びました。みんながいてく
れて支えてくれたから産めたと思います。そして困ったら皆に
相談でき有り難いです。Ａ先生がよく言われる「人事を尽くし
て天命を待つ」、その通りだと思います。妊娠中にお産に向け
ての体づくりに励むことで自信が持て、いざお産になっても慌
てることなく、不安になることなく挑める、それを言える妊婦
になること、自分の覚悟を持つこと、大事だと思いました。

13人のお産の体験談はいかがでしたか？
笑い・涙・驚き・怒り・といろんな感情が交差し、
ぶつかり合い、参加された方々は新たな思いを抱か
れたと思っています。「お産」は自分のことです。
人まかせ、医者まかせは人生に、そして生まれてく
る赤ちゃんに無責任だと思いませんか？
皆で語り合いましょう！

次回は7
月13日

野洲,兵主
コミセン

で

「帝王切
開を語る

会」です

紙面の都合で7月のイベント予定は www.osanko.com
共同助産所お産子の家のHPをご覧下さい
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